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第 3 期 中野区障害者自立支援協議会議事要録 

 

部会名 自立支援協議会（全体会）  回 数 ４ 

日 時 2012 年１１月２１日（水） １３時３０分 ～ １６時００分 

会 場 中野区役所７階 第９会議室 

検討内容 

１、会長あいさつ 

衆議院解散、総選挙による影響や、障害者権利条約の批准に向けた国内法の整備等、各部会も国

の動きに配慮しながら検討を進めてほしい。また、就労支援部会では、新たに策定された工賃向上

三ケ年計画や、障害者の法定雇用率、優先調達推進法等もふまえて検討をしてほしい。 

 

２、中野区障害者自立支援協議会の組織及び各組織の役割について 

前回の会議において、各組織の議論の流れが課題になったことを受け、自立支援協議会の法的

根拠、要綱、各組織の役割について事務局より説明し、整理を行った。 

（事務局見解等） 

 ・個別ケースの具体的調整や解決は個別ケア会議等ではかり、相談支援機関会議では課題抽出

を行う。 

 ・個別ケア会議や相談支援機関会議から全体会へ報告する流れはあったが、部会への流れが不

十分だった。直接部会に報告し、具体的議論をして全体会へはかる流れも想定できる。 

 ・全体会の役割のうち、「相談支援事業の運営、評価及び改善」「相談支援事業を行う者の能力

開発」については、現状ではほとんど取り組んでいないため、今後の課題である。 

 ・現状では、各部会が自主的に課題を設定して検討を進めているが、本来は、全体会で事例から

課題を抽出し、全体会から部会へ検討事項を投げかけることが想定されている。 

 ・報告、把握だけで問題解決に至らないとの指摘があったが、全体会で抽出された課題を各部

会に持ち帰り、解決に向けて検討するという流れと考えている。 

→上記について、意見・質問等は特になし。 

 

３、相談支援機関会議報告 

９月（19件）、10月（15件）の事例から、課題等を検討した。相談窓口の機能が分かりにく

いために支援につながらない事例があったことから、相談事業に関する分かりやすいパンフレット

の作成について、提案があった。 

 →パンフレットの作成について、相談支援部会で検討中のため、相談支援機関会議の意見も踏

まえて進める。 

（意見等） 

・パンフレット作成以外の課題については、どのように考えているか。 

   →体験型グループホーム等の基盤整備については、大きな課題であるため、今回は報告にと

どめる。 

・計画相談に関する進捗状況を知りたい。 

   →現在中野区では、特定相談支援の指定をとっている事業所は、中部／北部すこやか障害

者相談支援事業所の２カ所のみ。計画相談は左記２所が委託外事業で行う予定。職員の

配置、体制が整い次第開始する予定。 



（様式１） 

・精神科病院の開放化は進んでいるが、友人の面会が禁止されるケースがある等、依然として逆

行している部分もある。人権の側面についても発信してほしい。 

 

４、各部会報告 

（１）地域生活支援部会 

  ①本人・家族への啓発、②住まいの確保、③防災・緊急時の対応、の３つのテーマで勉強会

を企画し、進めている。昨年度は①と②のテーマで開催し、今年度は③をテーマに開催す

る。民生委員、町会、消防、区民に声をかけ、グループに分かれて意見交換を行う（日程：11

月28日（水）13:30～16:00 中野区勤労福祉会館３階大会議室）。 

（２）相談支援部会 

  投げかけられた課題に対する意見交換と、部会として設定したテーマの検討という流れで進め

ている。部会のテーマとしては、区内相談事業所のパンフレットの作成と講座の実施を設定

した。講座は、「相談事業を知ってもらう」ことをテーマに座談会形式で民生委員や保護司等

と意見交換を行う予定とした（１月30日（水）スマイルなかの多目的室）。地域生活支援部

会の研修会と目的や内容が似ているので、連続講座ととらえて、同タイトルで案内を作成し

たい。 

   →地域生活支援部会、相談支援部会ともに、勉強会の継続実施の希望が多いので、連続講

座として開催する。 

（意見等） 

・民生児童委員の中でも障害部会をつくり勉強しているが、障害に関する情報は届いておら

ず、対応に悩んでいる。町会によっても情報提供のされかたが違い、改善も求めているが、

具体的にどのような対応になるか分からない。地域生活支援部会の研修会においても、率直

に意見交換できればと思う。 

・見守り対象者名簿登載後に、民生委員が訪問してくれた町会もある。申請用紙には氏名と住

所程度しか記入できないが、申請者自身の判断で障害の内容や訪問希望の有無を記入できる

ようにするのも良いのではないか。 

（３）就労支援部会 

９月は通所施設の利用者状況や共同受注促進事業について情報交換を行った。10月は「発達障

害のある方への就労支援」セミナーに参加した。11月20日の部会では、10月のセミナーにつ

いて意見交換を行い、就労につながらなかった発達障害のある方に合った活動場所が足りず、

地域の社会資源をいかに機能させていくか、という話題などがあがった。また、就労支援ネッ

トワーク雇用就労部会の活動について報告を受け、支援者、企業、利用者・保護者それぞれを

対象としたセミナーについて情報提供をもらった。12月に支援者向けセミナー、２月頃に企

業向けセミナーが企画されている。 

（意見等） 

・区内に就労移行支援の事業所はあるか？実績報告の機会はないか？ 

   →就労移行支援事業所はあるが、雇用就労部会の支援者向けセミナーでは、就労継続B型か

らの就職事例をとりあげる。就労移行支援には利用期限があり、その間に就職に至らな

かったケースの多くがB型事業を利用するので、B型からの就職事例を知ることは意義深

いと思う。 
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・文部科学省では、「発達障害」は“知的障害をともなわない”というとらえかたであり、特

別支援学校に在籍は無いという認識にあるが、特別支援学校でも“ボーダー”の児童・生徒

は増えている印象はあり、個別に対応している。 

・中野区発達障害啓発区民講演会「こころの発達を知る」について…発達障害のある児童につ

いて、子ども家庭支援センターでは、早期発見、早期支援、アポロ園～小学校～中学校に情

報をつなぐという取り組みをしている。幼尐期の支援を成人期にも継続するために障害福祉

分野との連携支援も検討している。発達障害については啓発を強めているところ。 

 

５、事業者連絡会報告 

（１）居宅系事業者連絡会 

11月15日に研修を実施し、20日の連絡会では、その振り返りを行ったほか、虐待防止センタ

ーと東京都の指導検査についての情報提供を受けた。 

（２）施設系事業者連絡会 

相談支援と施設との関わりと、虐待防止法を主なテーマにしている。すこやか障害者相談支援

事業所との情報交換を行った。今後の進め方は検討中。虐待防止法についてはセミナーに参加

し、概要を共有した。今後も意見交換の場を持ちたい。 

 

６、その他 

（１）平成２４年度事業見直し（案）について 

障害福祉分野の案件（弥生福祉作業所の指定管理者制度の導入と障害者福祉手当（第二種）の

支給要件見直し（65歳以上の受給者の支給を順次廃止））について事務局より説明。今後のス

ケジュールとしては、11月26日から中野区ホームページで公表し、12月17日まで区民から

の意見を募る。区報掲載（12月５日号）、区長との対話集会（12月10日）がある。 

（意見等） 

・見直しによる財政効果は、どのように生かされるのか？ 

    →中野区の10カ年計画全般を進めるために行う。削減分を、障害福祉分野の別事業に振

り向けるものではない。 

・低収入の障害者が多い上、６５歳以上で働くことは難しく、親亡き後の経済的自立に課題を

抱える方も多い。福祉手当の廃止によって、生活保護に申請を出す方もいるのではないか。 

    →障害福祉手当の廃止に対する反対意見を、自立支援協議会の総意として区へ伝える。 

（２）中野区地域防災計画第39次修正（素案）概要について 

  都市安全担当職員より説明。11月29日から公表し、12月18日まで意見を募る。 

 （意見等） 

  ・基本理念の文言（災害時要援護者等）に、「難病患者」も入れてほしい。 

  ・早期開設される二次避難所の場所はどこか。 

→現在の二次避難所の中で考えている。具体的には事業者と協議する。 

  ・震災時の障害者向け行動マニュアル（個人用）の作成が必要である。 

    →地域の防災力向上のためにも、作成の支援をしたい。情報提供の方法も工夫し、障害者

向けの配慮も検討したい。 

（３）情報交換等 
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  ・東京都から精神科病院の入院患者数に関する情報が出ていると思うので、差支えなければ情

報提供をしてほしい。 

  ・中野あいいく会…杉の子沼袋事業所の移転・定員増、グループホーム・ケアホームの新設、

知的障害者移動支援従事者養成研修について情報提供。 

  ・ねこの手 …イベント案内。 

備 考 次回 １月１６日（水）１３：３０〜 区役所７階 第 10 会議室 

 


